
  
〒104-0031 東京都中央区京橋３丁目８番１号 

https://www.skam.co.jp 

品 名：90059_140880_003_02_しんきんDC日経２２５株式ファンド_933603.docx 

日 時：2022/10/24 11:53:00 

ページ：1 

 

 

 

■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

しんきんアセットマネジメント投信株式会社

＜コールセンター＞ 0120-781812

(土日、休日を除く)携帯電話・ＰＨＳからは03-5524-8181
９：00～17：00

本資料は投資信託の運用状況を開示するためのものであ

り、ファンドの勧誘を目的とするものではありません。

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式／インデックス型 
信 託 期 間 無期限 

主 要 
投 資 対 象 

「しんきん日経平均マザーファンド」（以下「マザー
ファンド」といいます。）の受益証券を主要投資対象
とします。なお、株式等に直接投資することがあり
ます。 

運 用 方 針 

① 主としてマザーファンドの受益証券への投資を
通じて、日経平均株価（日経225）の動きに連動す
る投資成果を目指して運用を行います。 

② マザーファンドの受益証券の組入比率は、原則と
して高位を保ちます。 

③ 運用対象とする有価証券の価格変動リスクを回
避するため、我が国の金融商品取引所における有
価証券先物取引、有価証券指数等先物取引および
有価証券オプション取引を行うことができます。 

④ 株式以外の資産への実質投資割合は、原則とし
て、投資信託財産の総額の50％以下とします。 

⑤ 市況動向あるいは資金動向等によっては、上記の
ような運用ができない場合があります。 

主 な 
投 資 制 限 

① 株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
② 新株引受権証券および新株予約権証券への実質

投資割合は、投資信託財産の純資産総額の10％以
下とします。 

③ 投資信託証券（マザーファンドの受益証券および
上場投資信託証券を除きます。）への実質投資割
合は、投資信託財産の純資産総額の５％以下とし
ます。 

④ 同一銘柄の新株引受権証券および新株予約権証
券への実質投資割合は、投資信託財産の純資産総
額の５％以下とします。 

⑤ 外貨建資産への投資は行いません。 

収 益 
分 配 方 針 

年１回の決算日に、原則として以下の方針に基づき
分配を行います。 
① 分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた配当

等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額と
します。 

② 分配金額は、委託者が基準価額水準、市況動向等
を勘案して決定します。ただし、分配対象収益が
少額の場合は、分配を行わないことがあります。 

 

 

運用報告書(全体版) 

 

しんきんＤＣ日経２２５ 

株式ファンド 

決算日 

（第３期：2022年９月12日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんき

んＤＣ日経２２５株式ファンド」は2022年

９月12日に第３期の決算を行いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式とは、受益

者からの資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に

投資して、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 日経平均株価（日経225） 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ベンチマーク） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ 円 ％ ％ ％ 百万円 

2019年７月30日 10,000 － － 21,616.80 － － － 0.5 

１期(2020年９月10日) 11,002 0 10.0 23,235.47 7.5 77.3 22.4 55 

２期(2021年９月10日) 14,556 0 32.3 30,381.84 30.8 98.3 1.0 243 

３期(2022年９月12日) 13,894 0 △ 4.5 28,542.11 △ 6.1 90.9 8.6 467 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 
（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 
（注５）当初設定時の基準価額は当初元本（１万口当たり10,000円）として記載しています。（以下同じ。） 
（注６） 当初設定時の日経平均株価（日経225）の値は、前営業日終値を表示しています。（以下同じ。） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 日経平均株価（日経225） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ 円 ％ ％ ％ 

2021年９月10日 14,556 － 30,381.84 － 98.3 1.0 

９月末 14,200 △ 2.4 29,452.66 △ 3.1 85.1 15.0 

10月末 13,918 △ 4.4 28,892.69 △ 4.9 87.6 12.3 

11月末 13,400 △ 7.9 27,821.76 △ 8.4 94.9 5.0 

12月末 13,891 △ 4.6 28,791.71 △ 5.2 99.0 0.8 

2022年１月末 13,023 △10.5 27,001.98 △11.1 99.7 － 

２月末 12,800 △12.1 26,526.82 △12.7 94.6 5.3 

３月末 13,536 △ 7.0 27,821.43 △ 8.4 91.0 8.7 

４月末 13,061 △10.3 26,847.90 △11.6 99.3 0.6 

５月末 13,268 △ 8.8 27,279.80 △10.2 98.6 1.1 

６月末 12,856 △11.7 26,393.04 △13.1 99.3 0.5 

７月末 13,539 △ 7.0 27,801.64 △ 8.5 95.7 3.9 

８月末 13,680 △ 6.0 28,091.53 △ 7.5 93.9 6.0 

(期  末)       

2022年９月12日 13,894 △ 4.5 28,542.11 △ 6.1 90.9 8.6 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 
（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 
 
※｢日経平均株価（日経平均)」は、株式会社日本経済新聞社によって独自に開発された手法によって、算出される著作物であり、株式会社日

本経済新聞社は、日経平均自体および日経平均を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有しています｡「日経」および
｢日経平均」を示す標章に関する商標権その他の知的財産権は、全て株式会社日本経済新聞社に帰属しています｡「しんきんＤＣ日経２２５
株式ファンド」は、委託会社の責任のもとで運用されるものであり、株式会社日本経済新聞社は、その運用および受益権の取引等に関して
一切の責任を負いません。株式会社日本経済新聞社は、日経平均を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延または中
断に関して、責任を負いません。株式会社日本経済新聞社は、日経平均の構成銘柄、計算方法、その他日経平均の内容を変える権利および
公表を停止する権利を有しています。   
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○第３期の運用経過等（2021年９月11日～2022年９月12日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注２） 分配金再投資基準価額および日経平均株価（日経225）は、期首（2021年９月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化してい

ます。 

（注３） ベンチマークは、日経平均株価（日経225）です。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、親投資信託である「しんきん日経平均マザーファンド」の受益証券への投資を通じて、日経

平均株価（日経225）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行っています。 

当期は、日経平均株価が下落したことを受けて、基準価額は下落しました。当期の基準価額の主な変動要因

は、以下のとおりです。 

 

＜上昇要因＞ 

・各国で、新型コロナウイルスの感染拡大による景気への影響軽減のため、経済対策がとられたこと。 

・首相交代に伴い経済対策への期待感が広がったこと。 

・国内企業の業績に回復が見られたこと。 

 

＜下落要因＞ 

・新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、投資家にリスク回避姿勢が広がったこと。 

・米国でインフレへの警戒感から早期金融引締め観測が高まったこと。 
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＜投資環境＞ 
（2021年９月～12月） 

当期の日経平均株価は、30,381.84円（2021年９月10日終値）の水準から始まり、９月は、菅首相が自民党

総裁選に出馬せず、辞任の意向を示したことから、首相交代に伴う経済対策への期待感が広がり、14日に期中

高値となる30,670.10円まで上昇しました。10月は、米国長期金利の上昇に対する警戒感や中国の景気減速懸

念、衆議院選挙をめぐる不透明感などから下落しました。11月は、米国の早期金融引締めへの警戒が高まった

ことや欧米の新型コロナウイルスの感染拡大、新たな変異株（オミクロン株）への警戒から下落しました。12

月は、オミクロン株は重症化リスクが低いとの見方から過度な警戒感が後退し、上昇しました。 

（2022年１月～３月） 

１月の株式市場は、米国でインフレへの警戒感から早期金融引締め観測が高まったことや、国内での新型コ

ロナウイルスの感染急拡大から、大きく値を下げる動きになりました。２月は、米国の株高や企業の好決算を

受け堅調な場面も見られましたが、ウクライナ情勢の緊迫化などから３月にかけて値を下げる動きになり、３

月９日には、期中安値となる24,717.53円まで下落しました。その後、ロシアとウクライナの停戦への期待や、

米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）でパウエル米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）議長が経済成長に楽観的な姿

勢を示し米国景気の先行き懸念が後退したことなどを背景に上昇しました。 

（2022年４月～６月） 

４月の株式市場は、米国で金融引締め観測が高まったことや一部地域で都市閉鎖（ロックダウン）が続く中

国の景気減速懸念などから下落しましたが、５月半ばから６月初旬にかけては、上海のロックダウン解除や国

内での水際対策緩和への期待などから値を戻しました。その後、欧米の金融引締めが世界景気を冷やすとの見

方から、大きく下落しました。 

（2022年７月～当期末） 

７月の株式市場は、ＦＯＭＣ議事要旨が一段の金融引締めに積極的な内容でなかったことなどから、買いが

優勢になりました。８月から当期末にかけては、米利上げペースが緩やかになるとの観測や、ＦＯＭＣ議事要

旨が警戒していたほど金融引締めに積極的でなかったことから、８月17日には日経平均株価は29,000円を超

え、およそ７か月ぶりの高値まで上昇しました。その後は、ジャクソンホール会議でのパウエルＦＲＢ議長の

講演を受け、米国の金融引締めが長期化するとの警戒が強まり、売りに押される場面もありましたが、円安に

よる輸出企業の好業績期待が相場を下支えし、期末の日経平均株価は28,542.11円（2022年９月12日終値）と

なりました。 
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＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
親投資信託である「しんきん日経平均マザーファンド」の受益証券への投資を通じ、日経平均株価に連動す

る投資成果を目指して運用を行いました。 

 

●しんきん日経平均マザーファンド 

現物株式は、日経平均株価採用銘柄の中から財務内容や信用リスクを考慮して、一部の銘柄を除く場合があ

ります。当期末現在、財務内容や信用リスクに著しい問題が生じている企業はないと判断し、225銘柄全てに

投資を行っています。 

 

＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当期における基準価額の騰落率は、△4.5％となり、ベンチマークである日経平均株価の騰落率△6.1％を

1.6％上回ることとなりました。 

ベンチマークとの差異における主な要因としては、保有している組入銘柄の配当金計上などのプラス要因

が、信託報酬や株式売買手数料などのマイナス要因を上回ったことが挙げられます。 

 

＜分配金＞ 
当期の収益分配金については、基準価額水準等を勘案して見送りとしました。 

なお、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行い

ます。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第３期 

2021年９月11日～ 
2022年９月12日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,894  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き、親投資信託である「しんきん日経平均マザーファンド」の受益証券への投資を通じ、日経平均株

価に連動する投資成果を目標として運用を行います。 

 

●しんきん日経平均マザーファンド 

運用の基本方針に従い、日経平均株価採用銘柄のうち、200銘柄以上に投資を行うとともに、日経平均先物

等も利用しながら株式組入比率を高位に保ち、日経平均株価に連動する投資成果を目標として運用を行います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年９月11日～2022年９月12日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 23  0.171  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 9)  (0.066)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (11)  (0.083)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.011   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.003)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 1)  (0.009)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.007   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.002)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 25   0.189    

期中の平均基準価額は、13,431円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.18％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年９月11日～2022年９月12日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきん日経平均マザーファンド 149,476 255,100 17,921 30,500 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2021年９月11日～2022年９月12日) 

 

項 目 
当 期 

しんきん日経平均マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 12,898,845千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,029,251千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.60   
 

（注１）単位未満は切り捨て。 

（注２） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年９月11日～2022年９月12日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年９月11日～2022年９月12日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年９月11日～2022年９月12日) 

当期首残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

当期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

千円 千円 千円 千円  

500 － － 500 当初設定時における取得 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 



品 名：90059_140880_003_02_しんきんDC日経２２５株式ファンド_933603.docx 

日 時：2022/10/24 11:53:00 

ページ：8 

－ 8 － 

○組入資産の明細 (2022年９月12日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

しんきん日経平均マザーファンド 131,036 262,591 467,097 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年９月12日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきん日経平均マザーファンド 467,097 99.9 

コール・ローン等、その他 633 0.1 

投資信託財産総額 467,730 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年９月12日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 467,730,755   

 コール・ローン等 533,166   

 しんきん日経平均マザーファンド(評価額) 467,097,589   

 未収入金 100,000   

(B) 負債 437,012   

 未払解約金 84,670   

 未払信託報酬 341,369   

 その他未払費用 10,973   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 467,293,743   

 元本 336,318,636   

 次期繰越損益金 130,975,107   

(D) 受益権総口数 336,318,636口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,894円 

 
（注１） 当ファンドの期首元本額は167,544,708円、期中追加設定元

本額は195,861,033円、期中一部解約元本額は27,087,105円

です。 

（注２） １口当たり純資産額は1.3894円です。 
 

○損益の状況 (2021年９月11日～2022年９月12日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        135   

 支払利息 △        135   

(B) 有価証券売買損益 1,047,912   

 売買益 3,013,183   

 売買損 △  1,965,271   

(C) 信託報酬等 △    599,828   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 447,949   

(E) 前期繰越損益金 32,711,443   

(F) 追加信託差損益金 97,815,715   

 (配当等相当額) (   65,696,113)  

 (売買損益相当額) (   32,119,602)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 130,975,107   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 130,975,107   

 追加信託差損益金 97,815,715   

 (配当等相当額) (   66,045,801)  

 (売買損益相当額) (   31,769,914)  

 分配準備積立金 37,828,180   

 繰越損益金 △  4,668,788   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（5,116,737円）、

費用控除後の有価証券等損益額（0.0円）、信託約款に規定す

る収益調整金（93,146,927円）および分配準備積立金

（32,711,443円）より分配対象収益は130,975,107円（10,000

口当たり3,894円）ですが、当期に分配した金額はありません。
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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